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★町の人口★l q342人（十76 ）男4,860人（十関）女5,482人（ ＋路）世帯合計3,643(+35）平成6年6月幻日現在（ ）は前年同月との比較です 

町政の 

ノ汁シ 

2 期8年間、赤池町のかじ取りとして町長の要職 

を全とうされた日野前町長。 

「童謡まつり 」によるソフトなまちづくり、人づ 

くりを手がけ、「いい歌、いい町、いい自然」のフレー 

ズにマッチした人にやさしいまちづくりを実践され 
ました。（写真上、退任される日野町長） 

6月28日に告示された町長選挙で、無投票当選さ 
れた水永新町長。 （写真左、初登庁の水永町長） 

約12年間町議会議員を経験され、中でも、約7年間 

町議会議長の要職を全とうされた経験が今後の町政 

に生かされることと思います。 

札点 
猛
暑
が
続
い
て
い
る
。
 

梅
雨
あ
け
が
七
月
一
日
に
 

滅
ぽ
っ
て
宣
」
「
ロ
さ
れ
た
o
 

連
日
、
気
温
も
三
十
五
度
 

前
後
を
記
録
。
西
日
本
地
 

区
で
は
 
「
水
」
 
不
足
が
深
 

刻
化
し
、
夜
間
断
水
な
ど
 

給
水
制
限
が
強
化
さ
れ
て
 

い
る
▼
昭
和
五
十
三
年
の
 

渇
水
で
は
、
福
岡
市
は
大
変
な
状
況
で
 

あ
っ
た
。
 
そ
の
時
 
「
コ
ッ
プ
ー
杯
の
水
 

の
あ
り
が
た
さ
を
思
い
、
今
で
も
一
杯
 

の
水
で
歯
み
が
き
を
終
え
る
習
慣
に
な
っ
 

た」 

と
言
っ
て
い
た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
 

今
年
の
降
雨
量
は
昭
和
五
十
三
年
の
約
 

六
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
▼
赤
池
町
 

で
は
現
在
、
給
水
制
限
は
さ
れ
て
い
な
 

い
が
、
日
ご
と
に
厳
し
さ
は
増
し
て
い
 

る
。
給
水
可
能
量
は
一
日
五
千
五
百
 

ト
ン
で
あ
る
が
、
七
月
の
一
日
当
た
 

り
の
給
水
量
は
、
四
千
八
百
ト
ン
か
 

ら
五
千
ト
ン
（
町
民
プ
ー
ル
約
5

個
 

分
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
配
水
率
は
 

九
十
ー
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
 

九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
給
 

水
制
限
が
検
討
さ
れ
る
。
水
源
地
は
 

現
在
四
カ
所
。
 
ー
カ
所
は
彦
山
川
の
 

ふ
く
り
《
う
 

伏
流
水
、
三
カ
所
は
井
戸
水
を
使
用
し
 

て
い
る
。
彦
山
川
の
の
水
位
や
井
戸
の
 

水
位
も
下
が
っ
て
い
る
▼
水
道
課
で
は
 

節
水
対
策
で
町
民
の
み
な
さ
ん
や
大
口
 

需
要
者
の
み
な
さ
ん
に
チ
ラ
シ
な
ど
で
 

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
そ
の
効
 

果
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
▼
コ
ッ
プ
ー
 

杯
の
水
の
あ
り
が
た
さ
を
わ
か
っ
て
 

ほ
し
い
。
実
行
し
て
ほ
し
い
…
…
。
 



ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
0
 

決
断
と
実
行
で
 

21
 

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
 

町
長
就
任
に
あ
た
り
、
 
一
言
ご
あ
い
 

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
は
、
こ
れ
ま
で
約
 12 

年
間
町
議
会
 

議
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ま
た
そ
の
間
、
議
会
議
長
と
し
て
、
7
 

年
間
、
町
執
行
部
と
と
も
に
、
豊
か
で
 

活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
精
一
杯
取
り
組
 

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
 

さ
き
の
町
長
選
挙
で
は
、
無
投
票
で
 

当
選
の
栄
を
賜
わ
り
、
身
の
引
き
締
ま
 

る
思
い
で
す
。
政
治
を
志
す
も
の
と
し
 

て
今
回
の
当
選
は
町
民
の
み
な
さ
ま
の
 

期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
と
も
に
、
 

町
長
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

私
は
、
日
野
前
町
長
の
進
め
た
、
人
 

の
心
の
豊
か
さ
を
も
と
め
た
政
策
を
継
 

承
し
、
 
21 

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
 

に
「
決
断
と
実
行
」
 
の
行
政
を
進
め
て
 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
社
会
情
勢
は
、
混
と
ん
と
し
 

た
状
況
の
中
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
 

り
ま
す
。
そ
の
中
で
い
か
に
し
て
人
間
 

優
先
の
理
念
に
立
脚
し
た
行
政
の
運
営
 

を
図
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
 

ど
の
よ
う
に
 16 

え
る
べ
き
で
あ
る
か
を
 

考
え
る
と
き
、
課
せ
ら
れ
た
責
務
の
大
 

き
さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

と
り
わ
け
本
町
は
、
現
在
、
財
政
再
 

建
中
で
あ
り
、
い
か
」
～
刷
ぐ
財
政
直
」
建
 

を
果
た
す
の
か
、
ま
た
、
限
ら
れ
た
予
 

算
の
中
で
、
最
大
の
効
果
を
ど
」
っ
発
揮
 

す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
ご
の
 

、
か
引
な
時
こ
そ
、
町
民
の
み
な
き
ぎ
 

」
声
を
聞
き
、
執
行
部
と
職
員
が
一
体
」
 

「
な
り
、
行
・
財
政
の
有
効
運
用
を
は
」
 

一
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
c
 

、
 

私
は
、
七
つ
の
施
策
を
公
約
と
し
て
 

み
な
さ
ま
に
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

そ
の
七
つ
の
施
策
と
は
 

一
、
再
建
期
間
の
短
縮
と
地
方
自
治
の
 

確
立
 

二
、
皆
さ
ま
の
声
を
反
映
し
明
る
く
住
 

み
よ
い
町
政
の
推
進
 

三
、
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
お
年
寄
り
 

が
安
心
し
て
住
め
る
町
 

四
、
公
共
下
水
道
を
は
じ
め
、
豊
か
で
 

住
み
よ
い
基
盤
整
備
の
推
進
 

五
、
活
力
あ
る
、
地
域
性
を
生
か
し
た
 

農
業
の
振
興
 

六
、
二
十
一
世
紀
を
に
な
う
子
ど
も
達
 

の
た
め
の
教
育
環
境
の
充
実
 

七
、
新
庁
舎
建
設
の
早
期
実
現
と
開
か
 

れ
た
町
政
の
推
進
 

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
基
本
施
策
以
外
に
 

も
赤
池
町
が
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
 

具
体
的
な
問
題
は
、
私
が
い
ま
さ
ら
申
 

し
上
げ
る
で
も
な
く
、
み
な
さ
ま
が
既
 

に
よ
く
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
時
限
 

立
法
で
あ
り
ま
す
石
炭
六
法
や
地
域
改
 

善
対
策
事
業
は
期
限
切
れ
ま
で
あ
と
わ
 

』
 

ず
か
な
状
況
で
す
。
ま
た
、
過
疎
地
間
 

題
な
ど
山
積
み
さ
れ
た
課
題
を
い
か
に
 

し
て
実
現
し
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
。
 

決
断
と
実
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
 

い
ま
す
。
 

財
政
問
題
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
 

す
が
、
更
に
必
要
な
こ
と
は
私
を
含
め
 

た
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
 
「
和
」
 

で
あ
 

り
、
行
政
に
対
す
る
創
意
と
工
夫
で
あ
 

り
ま
す
。
活
気
に
満
ち
た
住
み
よ
い
町
 

づ
く
り
を
目
標
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
 

組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。
 

な
に
と
ぞ
、
 
み
な
さ
ま
の
ご
支
』
坂
と
 

ご
理
解
、
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
 

ま
す
。
」
、
 

し 

ー
ー
＼
 赤

池
町
長
 
水
 
永
 
康
 
雄
 

2
期
8
年
間
 

つ
き
せ
ぬ
思
い
が
 

盛
暑
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
 

清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

部
落
差
別
を
な
く
せ
 

家
か
ら
ま
ち
か
ら
社
会
か
ら
 

×
 
毎
年
7

月
、
県
下
一
斉
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
、
同
和
問
題
啓
発
ち
 

凋
月
間
。
ム
フ
羊
も
町
肉
J
ペ
レ
ー
ド
を
ま
じ
カ
、
、
か
え
ら
ハ
‘
木
！
ロ
果
＆
に
、
黄
 

/

 

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
お
互
い
に
人
権
学
習
を
進
め
ま
し
ょ
う
。
 

調
月
間
。
今
年
も
町
内
パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い
体
操
会
、
講
 

演
会
な
ど
の
活
動
や
、
小
・
中
学
校
の
児
童
よ
り
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
の
 

作
成
と
立
看
板
な
ど
で
み
な
さ
ん
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
も
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
で
考
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
 

一人 

ひ
と
り
を
見
い
い
り
 

一人 

ひ
こ
り
を
大
切
に
。
 

上
野
小
学
校
五
年
氏
石
木
下
鬼
留
災
 

み
ん
ナ
）
』
餌
丁
差
別
ル
 

み
ん
な
妬
伽
ひ
ん
け
ん
ク
・
 

声》 

巨 

市
場
小
学
校
吾
十
氏
万
中
円
真
理
 

一
 

三
誘
晩
 

▲市場小学校6年 林 祐紀くん（北町） 

市場小学校3年 上野小学校5年 
中川真理さん 木下恵留美さん 

（生力N・T) （原 田） 

ザ 

人権標語 人権棟語 

みo
ん0

な
 

× 

議
」
 

.
 

.
 

.
 

去
る
7
月
 19 

目
を
も
ち
ま
し
て
、
任
 

期
満
了
退
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
昭
和
 34 

年
4

月
か
ら
町
職
と
し
て
 

25 

年
、
助
役
2

年
3

カ
月
、
町
長
2

期
 

8
年、 
35 

年
余
の
永
き
に
亘
り
大
変
お
 

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
長
就
任
以
来
、
人
の
和
、
町
の
和
、
 

心
の
和
を
掲
げ
「
人
の
心
の
豊
か
さ
を
 

も
と
め
て
」
を
政
治
信
条
と
し
て
、
皆
 

様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
 

ら
町
政
に
全
力
を
傾
注
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
お
礼
 

ノ
 

こ
の
作
品
は
 
「
同
和
問
題
啓
 

発
強
調
月
間
」
 
に
ち
な
み
、
 

小
・
中
学
校
の
児
童
か
ら
寄
 

せ
ら
れ
た
作
品
の
一
部
で
す
。
」
 

音
ロ
わ
れ
て
わ
か
b
 

今
ラ
わ
れ
た
人
り
応
の
傷
が
 

赤
池
中
学
校
に
け
辰
匿
鳳
”
自
い
屍
件
」
 

人
雄
を
 

守
っ
て
玄
月
て
て
 

平
ん
な
国
 

赤
池
中
学
校
一
年
氏
ぶ
中
I

脇
 
依
チ
 

《
 
『
 

仲
 
よ
 
くD 

▲上野小学校6年今川 翼さん（大谷団地） 

▲市場小学校6年徳永美香さん（伏原） 

熱戦展開中 
ーソフトボール連盟戦― 

7月20日現在 

×

、

 

赤池中学校1年 
楼井 章くん 

（緑ケ丘N・T) 

赤池中学校1年 
中脇依子さん 

(8 の3 ) 

. 

にご協力を 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

思
い
お
こ
せ
ば
、
町
長
就
任
時
国
鉄
 

バ
ス
ロ
ー
カ
ル
線
（
上
野
峡
行
き
）
の
 

廃
止
通
告
が
あ
り
、
そ
の
反
対
陳
情
行
 

動
か
ら
始
ま
り
、
現
福
祉
バ
ス
運
行
に
 

至
る
ま
で
、
又
、
鉱
害
復
旧
促
進
陳
情
 

行
動
、
町
立
病
院
存
続
問
題
、
人
権
差
 

別
徹
廃
運
動
、
人
権
駅
伝
、
水
田
確
立
 

対
策
、
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ァ
ー
童
謡
の
町
 

官
喜
ロ
、
上
野
焼
と
遠
州
七
窯
展
、
等
々
 

尽
せ
ぬ
思
い
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ど
れ
 

も
皆
様
の
親
身
に
勝
る
ご
指
導
と
励
ま
 

し
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
 

唯
一
無
念
に
思
い
ま
す
の
は
、
赤
字
 

再
建
団
体
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
財
政
 

事
情
で
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
 

を
か
け
、
ま
た
水
道
給
水
停
止
、
訴
訟
 

問
題
等
、
ご
不
満
の
点
が
多
々
あ
っ
た
 

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
事
は
、
町
の
将
来
を
 

展
望
し
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
、
次
 

の
時
代
を
背
負
う
子
供
達
に
重
い
負
担
 

を
強
い
る
べ
き
で
な
い
、
と
、
そ
の
一
 

念
で
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
状
況
は
続
き
ま
 

す
。
新
町
長
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
 

変
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
町
政
発
 

展
に
ご
尽
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
私
 

か
ら
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

最
後
に
町
民
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
 

幸
を
お
祈
り
し
て
退
任
の
御
挨
拶
と
い
 

た
し
ま
す
。
 

今年の梅雨は例年になく降雨量が少なく、深刻な水不足となっています。 

赤池町でも降雨量は平年の60 ％となっており、河川の流れも少なくなっ 

ています。節水にご協力を頂き、限りある「水」を有効に使いましょう。 

‘水の上手な使い方 だと2回繰り返しても約70 '-80lです 
じゃ口をちょっとひねっただけ（開度 むものが、流しっぱなしでは2 倍以上 
60。程度）で1分間に約6l、一杯にひ の約200 .e を使います。 

ねる（全開）と約20lの水がでます。 

水は必要に応じて、じゃ口を開け閉め 

して大切に使うようにしましょう。 

前
赤
池
町
長
 

日
 
野

喜

美

男

 

⑥洗車はバケツにくんで・・・ 

ご家庭の乗用車の洗車にはバケツ5 

杯で十分。ホースからの流し洗いでは 

30杯分以上にもなります。 ⑨歯みがきはコップに・・・ 

歯みがきはコップ3杯（0.6k ）で十 

分です。 

水を1分間流しっぱなしにすると約 
10倍の6lを使います。 

⑥風呂の残り湯も再利用を・・・ 

一般家庭の浴槽では約200lの残り湯 

があります。 

この半分くらいは掃除、洗濯、散水 

⑥洗濯はためすすぎで・・・ 

ためすすぎ（1回当り槽1杯分・40k ) 

＜勝 敗＞ 

7勝1敗1 分 

6勝 2敗 

6勝 2敗 

6勝 2敗1 分 

6勝 3敗 

5勝 4敗 

3勝 3敗 

3勝 4敗 

3勝 4敗 

3勝 6敗 

2勝 7敗 

1 勝 6敗 

1勝 8敗 
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